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IGAS2018 モリサワブース内セミナー　スケジュール
※各QRコードから直接お申込みいただけます

※IGAS2018 にご来場の際は、別途事前登録または招待券が必要です
事前登録はこちら→

Print of Thingで印刷の未来が変わる
〜グーフ Connected Print Solution〜

印刷業界にとっての「スマートファクトリー」とは？ デジタルファーストな時代で誰にとってス
マートであるべきか？マーケティングのデジタル化が加速するいま、プリントメディアもさまざ
まなデータやITとのつながりを高め、デジタルメディア同等のスピードとスケールで活用できる
ことがブランドオーナーから求められ始めています。
デジタル印刷の本質とは？この技術を活用したW2Pサービスとは？参画している印刷工場とど
のようにリンクしているのか？「デジタルからはもう逃げられない！」成長する未来型プリント
メディアの価値とサービス構築にとって重要なポイントをご紹介します。

株式会社グーフ

CEO

岡本 幸憲 氏

IoT活用で印刷業は変われるか？

紙に代わるデジタルコンテンツの台頭、ネットプリントなどの激安印刷、印刷市場は縮小の一途
を辿っています。このまま「製造業」としての立場を貫くのか、「サービス業」として変革を遂げ
ていくのか、決断を迫られています。キンコーズ・ジャパン株式会社では印刷業として印刷物を
納めて終了という、いままでのビジネスモデルから、マーケティング領域に踏み込んだビジネス
を展開し始めています。過去の事例を交え、どのような取組みをしてきているかをご紹介いたし
ます。

キンコーズ・ジャパン株式会社

デジタル企画推進部

守屋 博紀 氏

デジタルメディアとしての紙を考える

これまでの4大メディアの広告収益を真似ただけのデジタルメディアのビジネスモデルは限界に
きています。そのためデジタルデータを起点としたさまざまなメディアミックスによる施策が増
えており、その中で紙が復活の兆しを見せています。本セミナーでは、それら事例を交えて、こ
れからのデジタルメディアとしてとらえた紙の活用についてお話します。

アウトブレイン ジャパン株式会社

顧問

本間 充 氏

フォント男子！
〜企業コラボレーションによるコンテンツの創出とwebコミックの現在〜

モリサワとの協力により連載が始まった漫画『フォント男子！』を主軸に、コラボレーションに
よるコンテンツの創出やWebコミックをめぐる現状について紹介いたします。

株式会社KADOKAWA

ヤングエース編集部 編集長

加藤 浩嗣 氏

2020年までに知っておきたい多言語の話

2018年、日本を訪れる外国人は3,000万人を超えるともいわれます。
今秋リリースする「ClarimoUD（クラリモ ユーディー）」シリーズは、和文書体「UD新ゴ」と
デザインの親和性が高い、欧米と南アジア圏の言語を150以上カバーする多言語ファミリーです。
インバウンド効果で外国語での情報発信の需要が高まる昨今、多言語の基礎知識をご紹介します。

株式会社モリサワ

フォントデザイン部 デザイン企画課 係長

阪本 圭太郎

｢デザインの力×地方創生｣：Adobe Design Jimoto

「AdobeDesign Jimoto」とは、各地域に存在するクリエイティブコミュニティと一緒にjimoto
に存在する課題をデザインの力によって地域の社会的課題を解決することで、解決策の糸口をデ
ザインの観点から見出す地元の方による参加型のクリエイティブコミュニティイベントです。イ
ベントの主催、企画、運営はjimotoの皆さまで、アドビはこのコミュニティイベントをワールド
ワイドでご支援しております。今回は、実際に5月に前橋市で主催していただいたTekito
Design Labの蛭子彩華氏をお招きして、アドビの地域創生の活動をご紹介いたします。

一般社団法人TEKITO DESIGN Lab

代表理事／クリエイティブデザイナー

蛭子 彩華 氏

アドビ システムズ 株式会社

デジタルメディア ビジネス本部 営業戦略本部

営業推進 担当部長

川島 修治 氏

これからのデザイン新常識！
｢Adobe Sensei｣が実現する次世代デザイン環境

「Adobe Sensei」は、人工知能（AI）と、これまでアドビが蓄積したマシンラーニング（機械学
習）を駆使し、隠れたビジネスチャンスの発見や、単調で時間のかかる作業の高速化を支援する
ことができるテクノロジーです。今回は「Adobe Sensei」が、これからのクリエイティブワーク
をどのように支援していくかについて、デモンストレーションを交えてご紹介します。

アドビ システムズ 株式会社

Creative Cloud エバンジェリスト

仲尾 毅 氏

印刷加工業からシステム開発業へ！
木戸製本所⇒GiHのデジタルトランスフォーメーション

印刷加工業は、一般消費者と関わることがほとんどない職業と思われるかもしれません。しかし
長年にわたり、自費出版やアルバム制作といった消費者に近い業務を生業とし、ついにはパーソ
ナルギフトの制作をWebで実現するシステム会社を立ち上げた株式会社GiH代表の木戸敏雄氏。
印刷業のデジタルトランスフォーメーションを地で行く木戸氏に、システム会社を立ち上げた経
緯やこれからの印刷業の生き残り方をお話しいただきます。

株式会社GiH

代表取締役

木戸 敏雄 氏

印刷会社のマーケティング戦略と自社ブランドの確立
〜デジタル×アナログを繋げる紙のアイデア〜

「時代の求める紙」とは？「必要とされる紙」とは？株式会社フジプラスは2007年のデジタル印
刷機導入以来、従来型の一括大量印刷だけには頼らないお客様のビジネス支援を模索してきまし
た。同時に、自社のマーケティング活動を充実させることで、マーケットがマスから「個」を求
めはじめている動きにも敏感に対応してきました。そしていま、ブランドオーナーやマーケター
たちが、紙ならではのコミュニケーション機能を再評価しはじめています。デジタルとアナログ
の連携から生まれる新しい紙の可能性についてご紹介します。

株式会社フジプラス

営業本部 営業第5グループ 部長

江藤 直軌 氏

パーソナル人工知能のマーケティング変革
〜お客様の感性をディープラーニングで個別に解析、究極の“個”客理解と、印刷業界をも変えうる新しい“個”に届くマーケティングへ〜

SENSY株式会社が研究・開発する、一人ひとりの感性を個別に解析するパーソナル人工知能
「SENSY」。自然言語処理、画像解析技術などを組み合わせた独自のディープラーニング技術で
す。この技術を活用した新しいマーケティングが生まれており、お客様の感性を個別に解析する
ことで究極の“個”客理解を進めます。印刷業界にも変革をもたらす、AIによるパーソナライズ
マーケティングとは。最新事例を交えて、ご紹介いたします。

SENSY株式会社

代表取締役CEO

渡辺 祐樹 氏

創作活動をサポートするということ
〜超小ロット・多品種・短納期を実現する印刷会社ポプルス流のはたらき方改革〜

株式会社ポプルスは同人誌専門の印刷会社です。約7万人の会員数を抱えるポプルスは、超小ロッ
ト・多品種・短納期にも対応。多いときで1週間に1,000タイトル納品することもあります。
お客様からの要望を実現するポイントは、独自開発のPOS工程管理システム。入稿から発送まで
一元管理をし、さらにお客様がブラウザから「印刷中」「製本中」などのステータスを常に確認で
きるWebシステムと連動しています。このWeb連動POS工程管理システムによって、社員のは
たらき方を劇的に変えました。お客様が本当に望む創作活動をサポートし続ける、ポプルスの仕
事の秘訣をご紹介します。

株式会社ポプルス

企画部 企画広報課 課長

児玉 雄一郎 氏

多様性へのメッセージ
〜2018年ユニバーサルデザイン書体のさらなる広がりと活用〜

モリサワがユニバーサルデザイン（UD）書体を発表して約10年。ダイバーシティ（多様性）の広
がりとともに進化をつづけるUD書体と、デザイン、印刷に欠かせないメディアユニバーサルデ
ザインの動向について最新の情報をお届けするセッションです。

株式会社モリサワ

広報宣伝部 広報宣伝課

澤村 明子

最新テクノロジー

最新テクノロジー

最新テクノロジー

地方創生

働き方改革

ビジネスモデル

ビジネスモデル ビジネスモデル

ビジネスモデル

マーケティング

マーケティング

マーケティング

最新テクノロジー マーケティング ユニバーサルデザインフォントと組版

フォントと組版



セミナーはこちらからもお申込みいただけます→

モリサワ IGAS2018
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文字と印刷のワークショップ
10 時 20分 ～ 15時 40分（最終受付）
その場で制作、その場で印刷。
ビジネス展示会ですが、日曜日は思いきって文字と印刷
で遊びましょう！
お子さんやお孫さんへお名前入りなどのオリジナルグッ
ズを作ってお土産にしてみてはいかがでしょうか？

※内容は変更になる可能性があります。

その他、記念撮影コーナーなど

・おなまえシール
・缶バッジ
・トートバッグ
・絵本

こんなものが
つくれます！

多様性へのメッセージ
〜2018年ユニバーサルデザイン書体のさらなる広がりと活用〜

モリサワがユニバーサルデザイン（UD）書体を発表して約10年。ダイバーシティ（多様性）の広
がりとともに進化をつづけるUD書体と、デザイン、印刷に欠かせないメディアユニバーサルデ
ザインの動向について最新の情報をお届けするセッションです。

株式会社モリサワ

広報宣伝部 広報宣伝課

澤村 明子

若い印刷営業の方にも知ってもらいたい、
組版の歴史と｢伝える組版｣について

画面上で見るデジタル文字に慣れた世代の方々にこそ知っていただきたい、活字で組まれた紙の
本の魅力について。活版時代からDTP時代の編集者自身による組版までの変遷と歴史を見なが
ら、出版社（編集者）にとって「美しい組版」、「伝える組版」とは――。組版のルールはもちろ
ん、1文字1文字に対する、老舗出版社ならではのきめ細やかな心配りなど、舞台裏についてお話
しします。

新潮社出版

企画部 企画編集部 編集者

金川 功 氏

鉄道と書体から見える“もじ鉄”の世界

フォントに奥深い“もじ鉄”の世界、あなたはご存じですか？こちらセッションは話題の書籍『も
じ鉄：書体で読み解く日本全国全鉄道の駅名標』の著者、石川祐基氏とAdobeの岩本崇氏による、
フォントと鉄道の面白話です。普段何気なく見ている駅名看板には、奥深い世界があり引き込ま
れること間違いなしです。数に限りがありますが、先着順で書籍『もじ鉄：書体で読み解く日本
全国全鉄道の駅名標』もプレゼントする太っ腹セッション、是非ご参加ください。

デザイン急行株式会社

グラフィックデザイナー

石川 祐基 氏

アドビ システムズ 株式会社

マーケティング本部

岩本 崇 氏

ママ目線で見るフォトブック&プリントサービス
〜BtoCの訴求方法を考える〜

コンシューマーを顧客とした新しいビジネスを成功させるために必要な視点とはどんなもので
しょうか。
フォロワー14万人超のInstagramアカウントを運営し、これまで数百万枚の素人子供写真を見て
きたSNS担当者と、これまで100以上のフォトグッズを実際に作成しレビューを書いてきたママ
ライターをゲストに、子育てママが求めるWebサービスについて討論していただきます。
企業向けビジネス（BtoB）との違いや、フォトブックのメインターゲットであるママ達が考えて
いることを、ディスカッション形式でお伝えします。

フォトグッズレビューサイト「コドモノ！」

ライター

末松 麻美 氏

株式会社面影屋

代表

湯浅 夏奈 氏

2020年までに知っておきたい多言語の話

2018年、日本を訪れる外国人は3,000万人を超えるともいわれます。
今秋リリースする「ClarimoUD（クラリモ ユーディー）」シリーズは、和文書体「UD新ゴ」と
デザインの親和性が高い、欧米と南アジア圏の言語を150以上カバーする多言語ファミリーです。
インバウンド効果で外国語での情報発信の需要が高まる昨今、多言語の基礎知識をご紹介します。

株式会社モリサワ

フォントデザイン部 デザイン企画課 係長

阪本 圭太郎

｢印刷業界のSmart Work Innovation｣

IoT化が進み、もの造りビジネスの働き方は大きく変わりつつあります。それは印刷業界でも
まったく同じです。富士ゼロックス株式会社で新設されたFutureEdgeを核に、企画制作から後
加工までのSmart&Smile化をテーマにした働き方変革への取り組みを、グローバルでの具体的
な事例も交えてご説明いたします。是非ご一緒に変革を！

富士ゼロックス株式会社

グラフィックコミュニケーションサービス事業本部

事業企画管理部 グラフィックコミュニケーションフロンティアグループ 部長

杉田 晴紀 氏

JIS安全色から考えるカラーユニバーサルデザイン

平成30年4月20日に改正されたJIS安全色は、今回初めて、ユニバーサルデザインの観点から抜本
的な見直しが提案され採用されました。新しい色の提案に際し、その根拠となる検証作業と新
JIS安全色普及委員会の提供するCMYK、RGB値について、カラーユニバーサルデザイン機構の
田中副理事長氏が解説。プリンターメーカ 沖データからの最新トレンド情報の紹介とともに、
「色」について考えます。

特定非営利活動法人カラーユニバーサルデザイン機構

副理事長

田中 陽介 氏

株式会社沖データ

国内営業本部 販売推進部

小宮 壮一郎 氏

印刷会社が取り組むインバウンドと地方創生ビジネス

「消費型」から「観光・体験型」へと実態を変えつつ増加するインバウンド需要。その一方で地
方や地域の活性化とインバウンドを上手く結びつけられずに苦悩する地方振興の現場がありま
す。このセッションでは、多言語対応を軸とした情報発信からビジネスを生み出すメソッドを実
際の事例を交えてご紹介。第一印刷株式会社が取り組む、地方創生プロモーション事業について、
現場のナマの声をお届けします。

第一印刷株式会社

営業部長

政浦 義輝 氏

最新テクノロジー

地方創生

働き方改革

ビジネスモデル

ビジネスモデル マーケティング

ユニバーサルデザイン

ユニバーサルデザイン

フォントと組版

フォントと組版

フォントと組版




